


天然の色展2012宮城

会場：美術館創作室、講師：佐藤央育（画家）

Natural Colours Exhibition 2012 MIYAGI
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NPOアースネットワークによる第5回目の天然の色展、今年は昨年３月11日に震災にみまわれ、いま復興に向

かっている宮城県仙台市で開催します。震災後、ようやく電話が復旧した時、仙台の状況が解り、全国のメン

バー達の様々な支援が始まりました。そしてその支援は各地に広がり、想いは伝わり、この天然の色展の開催

につながりました。海外からも想いを込めた作品や研究、メッセージが届いています。

国内外のネットワークをはじめ、2006～2011年の国際天然染料シンポジウムやワークショップで出会ったフランスやオ

ーストラリア、ニュージーランド、アメリカの作家や研究者達が出展しています。新旧の作品や研究、資料、ワークシ

ョップが宮城県美術館県民ギャラリーに集まり、植物、貝、虫、土、石などの色を通して地球環境を考えます。

Earth Network presents its 5th annual exhibition on natural colours in Miyagi prefecture where is located in 
the Northeast of Japan and has valuable habitat and traditional cultures. The region also revitalizes from the 
natural disaster since last year. The exhibition is created by the artists and practitioners who subscribe 
ecological and sustainable activity on natural dye and pigment both within Japan and abroad. Indigo dye 
installation and workshops are accompanied.

作品出展、研究発表者、Exhibitors and Researchers （順不同）

●10/10～14　海外出展作家、研究者達の制作、メッセージ映像を展示会場で放映します。
●10/11～13　藍を使ったインスタレーション、沈殿藍他　宍戸多恵子、角寿子
●10/14　天然顔料のパステル作り公開ワークショップ（無料／定員：午前／午後各10人）

●10/11　フェルト作家のMay Bassが来日。仙台、札幌でフェルトワークを開催します。
関連事業


